
 

まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る令和元年度実績について 

 

  

１ 目的 

まち・ひと・しごと創生総合戦略において、各基本目標及び基本的方向に設定した全

指標の実績を把握し、効果検証することにより、今後の総合戦略の推進に役立てていき

ます。 

 

２ 令和元年度実績について 

令和元年度実績より目標達成評価基準を改め、これまでは目標値に向かって推移して

いるかどうかを評価していましたが、今後はそれぞれの指標が年度ごとの目標値を達成

しているかどうかに変更しました。 

令和元年度実績について、年度ごとの目標値を達成し、順調に推移している指標は、

５１．６％  

※参考 平成３０年度も同様の方法で評価した結果は５１．５％ 

  

詳細結果は、別紙のとおり。 

内  訳 指標数 

○成果指標 

年度ごとの目標値を達成し、順調に推移している指標  １ 

年度ごとの目標値を下回っている指標  １ 

出典元となる統計調査等の集計年次でなかった指標または

制度が終了した指標 

 ３ 

○重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

年度ごとの目標値を達成し、順調に推移している指標 １５ 

年度ごとの目標値を下回っている指標 １４ 

出典元となる統計調査等の集計年次でなかった指標または 

制度が終了した指標 

 ４ 

合  計 ３８ 

  ※令和元年 8 月時点で調査した実績値です。 



（令和２年８月現在）

基本目標／基本的方向 NO. 成果指標・重要業績評価指標（ＫＰＩ） 出典・根拠 基準値 H30年度実績値 R1年度実績値 R2年度目標値 単位 目標達成

基本目標1　地方における安定した雇用を創出する 1 民営事業所従業者数 経済センサス 33,512（H24年度） 33,192（H28年度） ― 33,000（R2年度） 人 ―

1-1 認定農業者数 農業振興課 185（H26年度） 251 255 260（R2年度） 経営体 〇

1-2 農用地利用集積面積 農業委員会 685.1（H26年度 ） 810.4 843.56 870（R2年度） ha 〇

1-3 企業立地件数 商工課（工場立地動向調査） 2（Ｈ26年度 ） 1(累計8） 1(累計9) 累計10（H27～R2年度） 件 〇

1-4 事業所数（製造業） 商工課（経済センサス） 496（H24年度） 435（H28年度） ― 496（R2年度） 事業所 ―

1-5 事業所数（小売業・卸売業） 商工課（経済センサス） 951（H24年度） 892(H28年度） ― 951（R2年度） 事業所 ―

1-6 有効求人倍率 産業政策課（ﾊﾛｰﾜｰｸ業務月報） 1.08（H26年度） 2.42 2.09 1.10（R2年度） 倍 〇

1-7 従業員一人当たりの付加価値額 商工課（工業統計調査） 1,168（H26年度） 1,194 ― 1205（R2年度） 万円 ―

1-8 創業塾受講後の市内起業件数 商工課 1（H26年度） 7(累計17） 0(累計17) 累計18（H27～R2年度） 件 〇

1-9 空き店舗の利活用件数 商工課 1（H26年度） 2（累計13） 0（累計13） 累計15（H27～R2年度） 件 〇

1-10 観光入込客数 つつじのまち観光課（観光入込客数調査） 1,639,517（H26年度） 1,624,749 1,489,539 1,800,000（R2年度） 人 ×

1-11 土産品認定数 つつじのまち観光課 ―（H26年度） 0(累計9） 0(累計9） 累計10（H28～R2年度） 品 〇

群馬県移動人口調査 △265（H25年） -7 -48

市民課（参考） △295（H25年） 111 62

2-1 新たな食イベントの実施 館林市 ―（H26年度） 0 2 累計１（H27～R2年度） 事業 〇

2-2 食のイベント（麺-１グランプリ）入場者数 商工課（商工会議所） 65,000（H26年度） －（未開催） 70,000 90,000（R2年度） 人 ×

2-3 東京都でのPR活動回数 企画課 ―（H26年度） 2（累計7） ２（累計９） 累計10（H27～R2年度） 回 〇

2-4 移住定住の相談人数 企画課 ―（H26年度） 18（累計31） 27（累計58） 累計70（H27～R2年度） 人 〇

2-5 ふるさと納税件数 企画課 10（H26年度） 636 787 2,000（R2年度） 件 ×

2-6 ３世代同居等の支援により移住した人数 商工課 ―（H26年度） 8（累計21） 0（累計21） 累計40（H28～R2年度） 人 ×

2-7 市公式ツイッターのフォロワー数 秘書課 550（H29年度） 1,075 1,520 2,000（R2年度） 人 〇

2-8 利活用可能な空き家の利活用割合 企画課 ―（H26年度） 0 14 20（R2年度） ％ ×

合計特殊出生率 群馬県人口動態調査 1.45（H26年度） 1.24 ― 1.55（R2年度） ― ―

婚姻数 群馬県人口動態調査 352（H26年度） 272 ― 360（R2年度） 件 ―

3-1 婚活マナー講習会参加者 企画課 ―（H26年度） 60（累計60） 31（累計91） 累計200（H28～R2年度） 人 ×

3-2 婚活イベント参加者数 企画課 ―（H26年度） 77（累計295） 13（累計308） 累計400（H28～R2年度） 人 ×

3-3 婚活イベントによる成婚数 企画課 ―（H26年度） 0（累計3） 0（累計3） 累計20（H28～R2年度） 件 ×

3-4 子育て支援モバイルサービス登録率 健康推進課 41.9（H29年度） 58.2 61.8 80（R2年度） ％ ×

3-5 出生数 住民基本台帳関係年報調査 569（H26年度） 448 424 620（R2年度） 人 ×

3-6 ファミリー・サポート・センター事業活動件数 こども福祉課（市民生活と福祉） 183（H26年度） 1,150 1,154 1200（R2年度） 件 〇

3-7 病児・病後児保育事業の利用児童数 こども福祉課（市民生活と福祉） 404（H26年度） 282 217 1,100（R2年度） 人 ×

基本目標4　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守ると
ともに、地域と地域を連携する

4 住みよさランキング 都市データパック（東洋経済） 273（H26年版） 442 287位 200位以内（R2年版） 位 ×

4-1 公共施設等総合管理計画の策定 財政課 ―（H26年度） 100 100 100（R2年度） ％ 〇

4-2 都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画の策定 都市計画課 ―（H26年度） 100 100 100（R2年度） ％ 〇

4-3 （再掲）利活用可能な空き家の利活用割合 企画課 ―（H26年度） 0 14 20（R2年度） ％ 再掲

4-4 （再掲）空き店舗の利活用件数 商工課 1（H26年度） 2（累計13） 0（累計13） 累計15（H27～R2年度） 件 再掲

【基本的方向3】
活気があり利便性の高い生活圏の形成

4-5 路線バスの年間利用者数 安全安心課 282,132（H26年度） 261,661 248,074 300,000（R2年度） 人 ×

4-6 「週１回以上運動する」スポーツ実施率 スポーツ振興課 46.9（H26年度） 45.5 31.3 60（R2年度） ％ ×

4-7 高齢者の就業割合 国勢調査 21.1（H22年度） 22.86（H27年度） ― 22（R2年度） ％ ―

4-8 自主防災組織のある行政区の割合 安全安心課 87.9（H26年度） 90.9 92 100（R2年度） ％ ×

4-9 防災士の資格取得者数（補助制度活用） 安全安心課 25（H26年度） 13(累計70) 7(累計77) 累計65（R2年度） 人 〇

※出典元の集計結果公表の時期により現時点で把握できない数値は、把握できる最新年・年度の値を記入してあります。

　　

【基本的方向4】
健康づくりの推進

【基本的方向5】
地域連携による消防・防災の充実

【指標の達成状況について】
（1）○ ・・・ 年度ごとの目標値を達成し、順調に推移している指標
（2）× ・・・ 年度ごとの目標値を下回っている指標
（3）― ・・・ 出典元となる統計調査等の集計年次でなかった指標又は
　　　　　　　数値が未公表の指標

【基本的方向3】
子育て支援

総合戦略　重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧

【基本的方向１】
農産物の付加価値化や農業の担い手確保による農業振興

【基本的方向2】
企業誘致の促進や地元企業への経営支援

【基本的方向3】
産業の振興と創業支援

【基本的方向4】
観光産業の振興と交流人口の増大

【基本的方向1】
館林の「食」文化の魅力発信

【基本的方向2】
シティプロモーションの推進

【基本的方向3】
「移住・定住」の促進

基本目標3　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

【基本的方向1】
結婚を希望する人への支援

【基本的方向2】
妊娠・出産を希望する人への支援

基本目標2　地方への新しい人の流れをつくる 〇△155人（R2年） 人

【基本的方向1】
社会変化に対応したまちづくり

【基本的方向2】
空き家・空き店舗の利活用

社会増減数2
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